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機械構造設計における木質材料強度の考え方
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（a） 原木の切削 （b） 単板9プライの積層
図6　T方向，T '方向の説明図 




（L方向 4枚，T '方向 5枚）
ひずみ (× 10-3)
表板の L方向引張り



















（T/L，T '/L）L方向 T方向 T '方向
スギ 33.3 2.63 － 0.08
ラワン材





























































ここで，0F = 基準強度特性値，Kt = 劣化影響係数
基準材料強度（建築設計）F
　　=破断強さ（機械設計） σB ×ξ  （3）






































































































度 0 f は，式（4）で求められる．
基準許容応力度（建築設計）0 f
　　= F × K 0 × Kf　 （4）
　　= （0F×Kt ） × K 0 × Kf
ここで，F = 基準材料強度，0F = 基準強度特性値，
Kt = 劣化影響係数（接着剤を用いないものはKt = 1），





　　= σB（機械設計） ×ξ ×ξ1 ×ξ2 （5）
　　= σB ×0.86 ×1/2 ×2/3
　　= 0.29σB　 （6）
式（6）より，疲労耐久比（疲労限σw /破断強さσB）は

























































1 著者らが用いた構造用合板の耐久比 4） 0.30
2 構造用合板の耐久比 （式（6）参照） 0.29
3
構造用製材の耐久比
　（式（5）, （6）参照，ξ = 1.0） 
0.33























































＊1　基準強度特性値 0 F ＊1　基準許容応力度 0 f
































＊1　基準強度特性値 0 F ＊1　基準許容応力度 0 f
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